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理想の村を追い求め実現した

染谷亮作の足跡をたどる

歴史の
ある
風景

　

旧
川
間
村
は
、
明
治
22（
１
８
８
９
）年
に
東
葛
飾
郡
川
間
村
と
し

て
誕
生
し
、
昭
和
32（
１
９
５
７
）年
に
野
田
市
に
編
入
さ
れ
る
ま
で

存
在
し
た
村
で
、
現
在
の
尾
崎
、
東
金
野
井
、
中
里
、
船
形
、
小
山
、

莚
打
、
長
谷
地
区
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
染
谷
亮
作
は
旧
川

間
村
を「
理
想
の
村
」に
す
る
た
め
に
学
校
の
建
設
や
鉄
道
の
誘
致
、

水
害
の
克
服
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

染
谷
亮り
ょ
う

作さ
く（
１
８
７
６
～
１
９
５
９
）

は
、
旧
川
間
村
で
村
長
や
村
会
議
員
、

東
葛
飾
郡
会
議
員
を
歴
任
し
た
人
物
で

す
。

　

亮
作
は
、
２
人
の
恩
師
と
の
出
会
い

に
よ
っ
て
、
自
分
の
理
想
と
す
る
村
づ

く
り
を
見
い
出
し
ま
し
た
。

　

高
度
な
農
学
を
学
ぶ
た
め
、
亮
作
は

帝
国
大
学
農
科
大
学（
現
在
の
東
京
大

学
農
学
部
と
東
京
農
工
大
学
）に
進
学

を
決
め
ま
す
が
、
保
証
人
探
し
に
奔
走

し
ま
す
。
そ
こ
で
亮
作
の
頼
み
を
受
け

て
保
証
人
に
な
っ
た
の
が
、
１
人
目
の

恩
師
、
本
多
静せ
い
ろ
く六
で
す
。

　

静
六
は
、
林
学
や
造
林
学
、
造
園
学

の
先
駆
者
で
、
日
比
谷
公
園
や
明
治
神

宮
を
設
計
す
る
な
ど
、「
日
本
の
公
園

の
父
」と
称
さ
れ
る
人
物
で
、
市
内
で

は
清
水
公
園
第
二
公
園
の
設
計
を
手
が

け
て
い
ま
す
。

　

亮
作
は
、書
生
と
し
て
共
に
生
活
し
、

い
ざ
と
な
れ
ば
公
共
に
私
財
を
な
げ
う

つ
静
六
の
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

　

卒
業
し
た
亮
作
は
広
島
で
技
手
と
し

て
働
い
た
後
、
愛
知
県
碧へ
き

海か
い

郡ぐ
ん

安あ
ん

城
じ
ょ
う

村む
ら（
現
在
の
安
城
市
）で
新
設
す
る
農
林

学
校
の
農
場
主
任
に
就
任
し
ま
す
。

　

そ
の
学
校
で
校
長
を
務
め
て
い
た
の

が
、
２
人
目
の
恩
師
、
山
崎
延え
ん
き
ち吉
で
す
。

　

延
吉
は
、
農
村
で
の
教
育
に
力
を
入

れ
た
人
物
で
、「
農
村
の
作
興
に
は
学

生
だ
け
で
な
く
、
農
民
と
農
村
そ
の
も

の
に
教
育
が
必
要
」と
い
う
思
想
は
、

亮
作
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

「
理
想
の
村
」の
実
現
へ

　

農
学
を
生
か
し
た
仕
事
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
た
亮
作
は
、
父
の
急
逝
を

受
け
て
実
家
の
農
業
を
継
承
。し
か
し
、

村
会
議
員
の
当
選
を
契
機
に
旧
川
間
村

で
理
想
を
追
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
初
に
川
間
小
学
校
を
建
設
し
ま
す

が
、
こ
こ
に
も
亮
作
の
理
念
が
表
れ
て

い
ま
す
。

いちいのホール

欅のホール

野田市役所

野田市郷土博物館
市民会館

野
田

市

利
根
川

江
戸
川

川間駅

船　形 莚　打

小　山

長　谷

中　里

尾　崎

東金野井

なか　　　ざと

ひ　　　が　　　し　　　か　　　な　　　の　　　い

お　　　　　　　　　　　さき

ふな　　かた

お　　　　　　　　　　やま

むしろ　　　　　　　　　　　うち

なが　　　　　　　　　や
凡　例
東武野田線
（アーバンパーク
ライン）
道　　路

施設など

旧川間村の地区


